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        市民まちづくり連続講座 in 明石 ⑬ 
 

政策提言市民団体・市民自治あかし主催の「市民まちづくり連続講座 in明石」の１３回目は、１０月

２７日（日）午後１時 30分から「地域と学校 コミュニティ･スクールの現状と課題」をテーマに開催し

ます。 

コミュニティ・スクールは保護者や地域のニーズを反映させるために、地域住民が学校運営に参画でき

るようにする仕組みや考え方を持つ学校の運営形態を指します。日本では 20年ほど前から一部で試みら

れてきましたが、昨年 4月に法律が改正施行されたことによって、明石市でも昨年度から松が丘小学校で

モデル実施しているのをはじめ、今年からは朝霧小と二見北小でも取り入れています。これによって「地

域と学校」がどう変わるのか、出前講座で学びます。 

講座では市教委の学校教育課から「コミュニティ・スクール」制度の概要と実際について説明を聴き、

明石で今後どのように展開するのかを話してもらいます。また、コミュニティ・スクールの主役は学校と

地域住民です。実施２年目に入っている松が丘小学校の校長や取り組んでいる地域住民組織の代表者にも

参加していただき、現場の実態を踏まえて、これからの課題を一緒に考えます。 

   

第 13回 市民まちづくり連続講座 in明石 
      日 時  １０月２７日（土）午後１時 30分～４時 30分 

    会 場  ウｲズあかし８階市民活動支援センターﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽ（アスピア明石８階） 

       明石市教育委員会の「出前講座」として開催、参加者との意見交換をします。 

    ※無料。事前申し込みは不要。どなたでも参加できます。当日会場にお越しください。   

 

学校を核とした地域とともにある学校づくり､そのハードルは？ 
 コミュニティ・スクールは 2004年に「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の改正（47条の

6）によって｢学校運営協議会｣の制度が創設され、その後「第２期教育振興計画」に公立小中学校の 10％

約 3000校に設置する目標が掲げられた。翌 2005年には 6市区の 17校に設置されたのを皮切りに、昨年

4月には 11道県 367市区町村の 3600校に広がっている。さらに、昨年 4月には協議会の設置を「努力義

務」化する法改正が行われ、すべての学校に対象を広げた。 

 学校運営協議会の委員は、地域住民と保護者、地域学校協働活動推進員など学校運営に関わる活動を行

っている人を対象に教育委員会が任命し、教育課程の編成や学校運営に関わる基本的な方針について校長

が説明し、協議会の承認を得なければならない。協議会や委員は学校運営に関わる予算や教職員の任用な

ど人事に関しても意見を述べることができ、教委は尊重しなければならないとされている。 

すなわち、コミュニティ・スクールの考え方は「地域に開かれた学校」の次元を超えて「学校を核とし

た地域とともにある学校づくり」へ踏み出していると言える。明石市は小学校区を単位とした「協働のま

ちづくり」を、住民自治のベースに置くことを条例で定めているが、学校との関係をどうするかは、まだ

緒についたばかり。学校教職員と地域住民の意識の転換が伴うかどうかが、大きなカギになる。 
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第１４回以降の講座開催計画 
回 日  時 テ ー マ と 内 容 会  場 

⑭ 11 月 10 日(土) 

 

※明石市市民生

活局国民健康保

険課の出前講座

として開催しま

す。 

制度が変った国民健康保険｡負担と財政は？ 

国民の全てが公的医療保険に加入する国民皆保険体制

を支える国民健康保険制度は、住民に身近な市町村が運

営主体だったが、この 4月から都道府県が財政運営の主

体になった。実際の運用は市町村が担うが、今後の国保

制度にどのような変化をもたらすのか？ 住民の負担や

国保財政の将来にどのような影響をもたらすのか？ 国

民健康保険の現状と課題を学び、意見交換する。 

ウィズあかし 8 階 

フリースペース 

⑮ 12 月 15 日(土) 

または 9 日(日）

に開催予定 

※明石市高年介

護室地域総合支

援担当の出前講

座として開催し

ます。 

「支え合いの地域福祉はその後」パート２ 

市内 6つの地域総合支援センターを拠点に再編され、

パイロット事業として構想された「地域支え合いの家」

を中学校区ごとに設置する「支え合いの地域福祉」づく

りは、その後どう進んでいるのか？ 昨年 12月の講座

に続き、地域に根づかせていく課題を出前講座と関係者

を交えた意見交換で探る。 

ウィズあかし 8 階 

ﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽ（予定） 

 終了した講座  

① 2017 年 7 月 23 日 明石港再開発計画とは何か？ 自主講座  

② 2017 年 8 月 26 日 中核市移行の持つ意味と課題 明石市の出前講座 

③ 2017 年 10 月 7 日 旧図書館跡と生涯学習センター分室の行方 明石市の出前講座 

④ 2017 年 10 月 28 日 明石の食文化とは何か？ 自主講座 

⑤ 2017 年 12 月 3 日 「支え合いの地域福祉」の現状と課題 明石市の出前講座 

⑥ 2018 年 1 月 28 日 公共施設の削減計画はどうなった？ 明石市の出前講座 

⑦ 2018 年 2 月 24 日 明石市議会はいま…どうなっているの？ 自主講座 

⑧ 2018 年 4 月 15 日 自治基本条例の市民検証報告書を読む 自主講座 

⑨ 2018 年 5 月 19 日 明石の飲料水（上水道）事業の過去､現在､未来 明石市の出前講座 

⑩ 2018 年 6 月 24 日 清掃工場の建て替えとゴミ減量行政の課題 明石市の出前講座 

⑪ 2018 年 7 月 29 日 小学校区の「協働のまちづくり組織」はいま… 明石市の出前講座 

⑫ 2018 年 8 月 26 日 下水道の整備計画はどうなっているのか？ 明石市の出前講座 
 

 連続講座のテーマ候補について、ご希望、ご意見をください 

今年も引き続き、時宜に応じたテーマを設定し、開催していきます。ご希望のテーマ等があれば、事務

局等へご意見をお寄せ下さい。（連絡先は表面下欄に記載） 

 お願い  連続講座の案内ニュースの配布や参加の呼びかけ等､ご協力､お手伝いいただける方を募

集します。市民自治あかしの会員も募集しています。年会費 3000 円。表面の連絡先に連絡ください。 

 

 連続講座の録画資料を公開中 
連続講座の録画を、講演資料とともに下記の web サイトのホームページで公開しています。 

http://shiminjichi-akashi.net/   https://www.facebook.com/shiminjichi.akashi 

http://shiminjichi-akashi.net/
https://www.facebook.com/shiminjichi.akashi

